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【表紙解説 】

地震に強い都市デザインへ

近年、日本列島を襲った災害は、高度な科学技術によっ

て支えている都市の意外な脆さを露呈した。科学的、

技術的な不確実性が高まりつつある高度技術社会に

生きる私たちにとって、安全で安心できる持続的発展

が可能な都市のデザインが急務になっている。

その都市デザインのベースとなるビジョンを与えて

くれるのが、防災や減災に取り組む研究者や技術者

たちだ。

今回は、地下深くで起こる地震の原因とメカニズムを

解明する研究者に光を当て、その最先端研究成果と

応用の可能性について探ってみた。

今号の東芝エレベータ広報誌「ELEVATOR NEWS」

Vol.5に対するご感想をお聞かせください。抽選で

10名さまに「特選品」をお送りします。

今号の特選品は「東急 ハンズオリジナル 緊急避難

セット3 帰宅用セーフティバッグ」です。災害発生

時に、勤め先や学校から帰宅する際にあると便利な

ものを集めてあります。

●応募方法

同封のはがきまたはFAX用紙、E-mai lでご意見

をお送りください。

●締め切り

2006年3月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください



特
集
●
シ
リ
ー
ズ
「
防
災
を
科
学
す
る
」

地
震
予
知
か
ら

地
震
リ
ス
ク
軽
減
へ

2
0
0
4
年
10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
を
筆
頭
に
、

大
規
模
地
震
へ
の
懸
念
が
に
わ
か
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
昨
今
。

わ
れ
わ
れ
を
守
っ
て
く
れ
る
地
震
防
災
技
術
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
ど
の
程
度

実
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、

過
去
10
年
で
、
わ
が
国
の
地
震
防
災
研
究
は

飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
き
た
。

世
界
的
に
見
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
震
観
測
網
の
整
備
と
、

震
動
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
地
震
現
象
の
解
明
。

さ
ら
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
情
報
な
ど
の
応
用
技
術

も
着
々
と
実
用
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
。

本
誌
で
は
、
今
号
か
ら
次
号
の
2
回
に
わ
た
っ
て
、

地
震
・
防
災
研
究
の
最
前
線
を
特
集
す
る
。

今
回
は
、
地
震
が
起
き
る
前
に
防
災
・
減
災
技
術
と
し
て

何
が
で
き
る
か
、
何
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
探
っ
て
み
た
。
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

　

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
は
、
１
９
９
５

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地
震
）

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
調
査
研
究
を
一

元
的
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
還

元
し
て
い
く
た
め
に
生
ま
れ
た
省
庁
横
断

組
織
で
あ
る
。
地
震
調
査
研
究
の
動
向
を

含
め
て
、
文
部
科
学
省
の
横
山
博
文
氏
に

お
話
を
伺
っ
た
。

　

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
起
こ
り
や
す

さ
の
差
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
で
も
被
害

を
と
も
な
う
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
地
震
に
よ
る
被
害
軽

減
の
た
め
に
は
、
現
在
の
科
学
技
術
の
水

準
で
は
事
前
に
予
知
が
で
き
な
い
こ
と
を

前
提
に
、
そ
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
教
え
る
も
の
で
し
た
。
現
在
の

地
震
調
査
研
究
も
こ
の
こ
と
を
基
本
的
な

認
識
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
」

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ま
ず

1
9
9
7
年
に
定
め
ら
れ
た
「
地
震
に
関

す
る
基
盤
的
調
査
観
測
計
画
」
に
基
づ
き
、

全
国
の
主
要
な
活
断
層
の
調
査
や
高
感
度

の
地
震
計
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
地
殻
活
動
の
観
測
網
の
全
国
的
な

整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

地
震
予
測
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術

　

地
震
に
関
す
る
基
盤
的
調
査
観
測
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
で
は
「
長
期
評
価
」
と
「
強

震
動
評
価
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

長
期
評
価
と
は
、
特
定
地
震
の
将
来
の

発
生
可
能
性
を
規
模
や
確
率
で
判
定
す
る

も
の
。
例
え
ば
南
海
地
震
は
、
発
生
す
る

際
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4
前
後
、

30
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
50
％
程
度

と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
強
震
動
評
価
と
は
、
地
震
が
起

こ
っ
た
時
に
ど
の
よ
う
な
強
さ
の
揺
れ
が

発
生
す
る
か
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
だ
。
ど

ち
ら
も
、
調
査
観
測
の
進
展
で
、
地
震
に

関
す
る
高
精
度
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
こ

と
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

そ
し
て
、
個
々
の
地
震
の
発
生
可
能
性

と
、
起
こ
っ
た
場
合
の
揺
れ
の
強
さ
を
ま

と
め
上
げ
、
日
本
全
国
の
地
震
の
危
険
度

を
示
し
た
の
が
、
次
ペ
ー
ジ
の
全
国
を
概

観
し
た
地
震
動
予
測
地
図
で
あ
る
。

精
密
化
す
る
観
測
デ
ー
タ

　

「
地
震
発
生
の
確
率
が
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
大
き
な
成
果
で
す
。
現
在
で

は
、
石
油
探
査
な
ど
に
使
う
技
術
を
応
用

し
て
、
地
下
数
千
m
の
岩
盤
の
状
況
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
地

表
面
の
揺
れ
を
地
下
の
三
次
元
的
な

情
報
を
も
と
に
、
さ
ら
に
精
密
に
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
で
し
ょ
う
」

　

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

　

「
こ
の
10
年
で
日
本
全
国
を
カ
バ
ー

す
る
観
測
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
次

の
10
年
は
、
大
地
震
の
発
生
の
可
能

性
が
相
対
的
に
高
い
地
域
の
観
測
を

強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
陸
に
比
べ
て

遅
れ
て
い
る
海
の
観
測
網
を
、
ど
う

整
備
す
る
か
が
課
題
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
」

わ
が
国
の
地
震
調
査
研
究
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
に
、
地
震
調
査
研
究
に
用
い
ら
れ
る
デ
ー
タ

の
精
度
が
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
、
日
本
全
国
で
起

こ
り
う
る
地
震
の
揺
れ
の
可
能
性
を
示
し
た

「
全
国
を
概
観
し
た
地
震
動
予
測
地
図
」
も

作
成
さ
れ
て
い
る
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
く
ら
い
の

大
き
さ
で
起
こ
る
の
か
？

　

地
震
の
タ
イ
プ
に
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
あ
る
。
ま
ず
は
海
溝
付
近
で
発
生
す
る

「
海
溝
型
地
震
」。
日
本
列
島
の
太
平
洋
側

の
海
底
に
は
海
溝
が
連
な
っ
て
お
り
、
海

の
プ
レ
ー
ト
が
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈

み
込
ん
で
い
る
。
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
先
端

部
は
海
の
プ
レ
ー
ト
に
引
き
ず
り
込
ま
れ

て
い
る
た
め
、
歪
ん
だ
先
端
部
が
数
十
年
、

数
百
年
の
間
隔
で
跳
ね
上
が
る
と
、
プ

レ
ー
ト
境
界
で
大
地
震
が
発
生
す
る
。
ま

た
、
沈
み
込
む
プ
レ
ー
ト
の
内
部
が
破
壊

す
る
こ
と
で
起
き
る
地
震
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
陸
の
浅
い
と
こ
ろ
で

発
生
す
る
活
断
層
に
よ
る
地
震
。
地
層
や

地
形
に
生
じ
た
上
下
や
左
右
の
食
い
違
い

（
断
層
）
の
う
ち
、
数
千
〜
数
万
年
の
間
隔

で
活
動
し
、
今
後
も
活
動
が
予
想
さ
れ
る

も
の
を
「
活
断
層
」
と
呼
ぶ
。
正
断
層
と

は
上
に
乗
り
上
げ
て
い
る
岩
盤
が
滑
り
降

り
る
よ
う
に
動
く
も
の
で
、
逆
断
層
と
は

上
に
乗
り
上
げ
て
い
る
岩
盤
が
さ
ら
に
乗

り
上
げ
る
よ
う
に
動
く
も
の
を
指
す
。

　地震とは一言で言えば「地下の岩石の急激な破壊」である。

岩石が、そこに加わる力に耐えきれなくなって破壊され、一気

にエネルギーを放出する現象が地震だ。

　地震の破壊が始まる場所を「震源」と呼び、地震が地下で

発生したときのエネルギーの大きさは「マグニチュード」とい

う尺度で表す。一方、地震で起きた地表の揺れの尺度には「震度」

を使う。従来、震度は体感や被害状況から人間が判断していた

が、いまでは計測震度計による観測で客観的に定めている。

　地震発生の予知、つまり岩石に加わったエネルギーがいつ

放出されるかについては、例えば蛍光灯が切れる時期がなかな

か予測できないように、現在の知見では予測困難だ。ただし、

過去に繰り返し活動している活断層による地震や、海域の

プレート境界で起こる海溝型地震については、平均活動期間

（蛍光灯だと定格寿命）や最新活動時期（同使用開始時期）などに基

づいて、ある一定の期間のうちに発生する確率を予測できる。

これが地震の発生確率を予想する「長期評価」だ。

　さらに、地震発生時にどんな揺れ方をするかについては、3次

元的な地下構造や、地震が起きる場所の形状などが解明される

につれ、震源とマグニチュードがわかれば、ある程度物理的に

計算できるようになってきた。これが「強震動評価」である。

地
震
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

最
新
の
研
究
と
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

地

震

を

知

る

地震の予測とは？

横
山 

博
文 

氏

文
部
科
学
省

研
究
開
発
局

地
震
・
防
災
研
究
課

地
震
調
査
管
理
官

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

沈み込んだプレート内の深い地震

プレート間地震

プレートの
沈み込む方向

沈み込む（沈み込んだ）

プレート内の地震

陸側のプレート

右横ずれ断層
左横ずれ断層

正断層 逆断層
活
断
層
に

発
生
す
る
地
震

陸域と沿岸地域で発生する地震の領域
海溝

（トラフ）

海
溝
型
地
震

海溝等のプレート境界やその近くで発生する地震の領域

海のプレート
（太平洋プレート
フィリピン海プレート）
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「全国を概観した地震動予測地図」報告書［http://www.jishin.go.jp/main/index.html］

（独）防災科学技術研究所  地震ハザードステーション  J-SHIS［http://www.j-shis.bosai.go.jp/］

（南西諸島）
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全国を概観した地震動予測地図
確率論的地震動予測地図

地震調査研究推進本部地震調査委員会

［主要98断層帯］（※は活断層でないと評価された断層帯）

十勝沖　M8.1前後　0.02～0.5％

根室沖　M7.9程度　30～40％

黒松内低地断層帯　
M7.3程度以上　2～5％以下

7

石狩低地東縁断層帯
（主部）　M7.9程度　0.05～6％もしくはそれ以下

三陸沖北部　M8.0前後　0.04～7％　
　　　　　　M7.1～7.6　90％程度

庄内平野東縁断層帯　
M7.5程度　ほぼ0～6％

19

山形盆地断層帯　M7.8程度　ほぼ0～7％18

櫛形山脈断層帯　
M6.8～7.5程度　ほぼ0～7％

25

宮城県沖　M7.5前後　99％

福島県沖　M7.4前後　7％程度以下

茨城県沖　M6.8程度　90％程度

三陸沖～房総沖の海溝寄りのプレート間大地震
（津波地震）　Mｔ※8.2前後　20％程度
　　　　　　　　　   ※津波の高さから求める地震の規模

神縄・国府津－松田断層帯　
M7.5程度　0.2～16％

36

三浦半島断層群
（衣笠･北武断層帯）
M6.7程度もしくはそれ以上　ほぼ0～3％

（武山断層帯）
M6.6程度もしくはそれ以上　6～11％

37

その他の南関東の地震
M6.7～7.2程度　70％程度

相模トラフ沿いのM8程度の地震
（大正型関東地震）　M7.9程度　 ほぼ0～0.9％

富士川河口断層帯　
M8程度　0.2～11％

43

森本・富樫断層帯　M7.2程度　ほぼ0～5％57

砺波平野断層帯・呉羽山断層帯　
（砺波平野断層帯東部）  M7.3程度  0.05～6％
（砺波平野断層帯西部）  M7.2程度

　　　　　　　　 　　 ほぼ0～3％もしくはそれ以上

56

高山・大原断層帯
（国府断層帯）　M7.2程度 ほぼ0～5％

48

境峠・神谷断層帯
（主部）　M7.6程度  ほぼ0～13％

46

糸魚川－静岡構造線断層帯
（牛伏寺断層を含む区間）　M8程度  14％

41

琵琶湖西岸断層帯　M7.8程度　0.09～9％65

京都盆地－奈良盆地断層帯南部　
M7.4程度　ほぼ0～5％

75

山崎断層帯 （主部南東部）　M7.3程度　0.03～5％82

雲仙断層群（南西部）　M7.5程度　ほぼ0～4％95

安芸灘～伊予灘～豊後水道のプレート内地震
M6.7～7.4　40%程度

日向灘のプレート間地震　M7.6前後　10％程度

布田川・日奈久断層帯 （中部）　M7.6程度　ほぼ0～6％93

阿寺断層帯 （主部北部）　M6.9程度　6～11％52

上町断層帯　M7.5程度　2～3％80

中央構造線断層帯（金剛山地東縁－和泉山脈南縁）　
M8.0程度　ほぼ0～5％

81

六甲・淡路島断層帯 （主部六甲山地南縁－淡路島
東岸区間）　M7.9程度　ほぼ0～0.9％

79

南海トラフ　
（東南海）  M8.1前後   60％程度
（南　海）  M8.4前後   50％程度
※参考値（想定東海）M8.0　86％

別府－万年山断層帯
（大分平野－由布院断層帯西部）  M6.7程度  2～4％
（大分平野－由布院断層帯東部）  M7.2程度  0.03～4％

92

海溝型地震 活断層で発生する地震

伊那谷断層帯　（境界） M7.7程度  ほぼ0～7％ 
　　　　　　　（前縁） M7.8程度  ほぼ0～6％

51

木曽山脈西縁断層帯
（主部南部）　M6.3程度　ほぼ0～4％

45

確率

高い

やや高い

２６％以上＊

６％～２６％ 

３％～６％

０.１％～３％

０.１％未満

注＊：今後30年以内に震度６弱以

上の揺れに見舞われる可能性が「高

い」のランク分け数値は、26％が平

均的に約100年に１回、6％は約500

年に１回、3％は約1,000年に１回、そ

れぞれ見舞われる可能性があること

を示す。

今後 30 年以内に震度６弱以上＊＊
　 の揺れに見舞われる確率の分

布図と主要 98 断層帯、海溝域のモデル、及び主な長期評価
結果（基準日：2005 年 1 月1日）

注＊＊：ここでは「計測震度5.5（震度6弱の下限）より大きい」ことを表す。

佐渡島北方沖　M7.8程度　3～6％

秋田県沖　M7.5程度  3％程度以下

北海道北西沖　M7.8程度　0.006～0.1％

6

  1． 標津断層帯
  2． 十勝平野断層帯
  3． 富良野断層帯
  4． 増毛山地東縁断層帯・沼田－砂川付近の断層帯
  5． 当別断層
  6． 石狩低地東縁断層帯
  7． 黒松内低地断層帯
  8． 函館平野西縁断層帯
  9． 青森湾西岸断層帯
10． 津軽山地西縁断層帯
11． 折爪断層
12． 能代断層帯
13． 北上低地西縁断層帯
14． 雫石盆地西縁―真昼山地東縁断層帯
15． 横手盆地東縁断層帯
16． 北由利断層
17． 新庄盆地断層帯
18． 山形盆地断層帯
19． 庄内平野東縁断層帯
20． 長町―利府線断層帯
21． 福島盆地西縁断層帯
22． 長井盆地西縁断層帯
23． 双葉断層

24． 会津盆地西縁・東縁断層帯
25． 櫛形山脈断層帯
26． 月岡断層帯
27． 長岡平野西縁断層帯
28． 東京湾北縁断層
29． 鴨川低地断層帯
30． 関谷断層
31． 関東平野北西縁断層帯
32． 元荒川断層帯
33． 荒川断層
34． 立川断層帯
35． 伊勢原断層
36． 神縄・国府津－松田断層帯
37． 三浦半島断層群
38． 北伊豆断層帯
39． 十日町断層帯
40． 信濃川断層帯（長野盆地西縁断層帯）
41． 糸魚川－静岡構造線断層帯（中部）
42． 糸魚川―静岡構造線断層帯（南部）
43． 富士川河口断層帯
44． 糸魚川―静岡構造線断層帯（北部）
45． 木曽山脈西縁断層帯
46． 境峠・神谷断層帯

47． 跡津川断層帯
48． 高山・大原断層帯
49． 牛首断層帯
50． 庄川断層帯
51． 伊那谷断層帯
52． 阿寺断層帯
53,54． 屏風山・恵那山―猿投山断層帯
55． 邑知潟断層帯
56． 砺波平野断層帯・呉羽山断層帯
57． 森本・富樫断層帯
58． 福井平野東縁断層帯
59． 長良川上流断層帯
60． 濃尾断層帯
61,62． 柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯
63． 野坂・集福寺断層帯
64． 湖北山地断層帯
65． 琵琶湖西岸断層帯
66． 岐阜―一宮断層帯
67． 養老―桑名―四日市断層帯
68． 鈴鹿東縁断層帯
69． 鈴鹿西縁断層帯
70． 頓宮断層
71． 布引山地東縁断層帯

72． 木津川断層帯
73． 三方・花折断層帯
74． 山田断層帯
75． 京都盆地―奈良盆地断層帯南部（奈良盆地東縁断層帯）
76． 有馬―高槻断層帯
77． 生駒断層帯
78． 三峠・京都西山断層帯
79． 六甲・淡路島断層帯
80． 上町断層帯
81． 中央構造線断層帯（金剛山地東縁―和泉山脈南縁）
82． 山崎断層帯
83． 中央構造線断層帯（紀淡海峡―鳴門海峡）
84． 長尾断層帯
85． 中央構造線断層帯（讃岐山脈南縁―石鎚山脈北縁東
部）
86． 中央構造線断層帯（石鎚山脈北縁）
87． 五日市断層帯
88． 岩国断層帯
89． 中央構造線断層帯（石鎚山脈北縁西部―伊予灘）
90． 菊川断層帯
91． 西山断層帯
92． 別府―万年山断層帯
93． 布田川・日奈久断層帯

94． 水縄断層帯
95． 雲仙断層群
96． 出水断層帯
97． 伊勢湾断層帯
98． 大阪湾断層帯

 

［今後評価が行われる断層帯（群）］

Ａ  サロベツ断層帯
Ｂ  幌延断層帯
Ｃ  花輪東断層帯
Ｄ  高田平野断層帯
Ｅ  六日町断層帯
Ｆ  曽根丘陵断層帯
Ｇ  魚津断層帯
Ｈ  宇部沖断層群
Ｉ  安芸灘断層群
Ｊ  警固断層帯
Ｋ  人吉盆地断層帯
Ｌ  宮古島断層帯

地震調査研究推進本部が 2005 年 3月に発表した全国を網羅した地震動予測地図は、過去10年間の研究の大きな成果の

ひとつである。2005 年1月1日を起点とした今後 30年間の地震発生確率と、予想される地震の規模を、最新の知見を

取り入れながら予測。日本全国で考えられる地震の危険度を、国民の誰もが目で見てわかりやすい形に示したものだ。
地震動予測地図
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2003 年の十勝沖地震を分析し、3DCG アニメーションで再現したもの。この

地震では、長周期の揺れが 200km 近く離れた苫小牧市まで伝わり、石油タンク

をゆっくりと揺らし続けたために石油があふれ出し、火災につながってしまった。

しかし、周辺の通常の建物は無被害だったという。こうした長周期の揺れは、Ｐ

波やＳ波といった通常の地震動（実体波）と違い、エネルギーが複雑に反射して長

期にわたって揺れ続けるために、これまでは計算による再現が難しかった。

揺れのシミュレーション

06

三
次
元
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

劇
的
な
進
歩

　

前
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
よ
う
な
地
震
動

予
測
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
を
作
成
す

る
過
程
で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

技
術
が
投
入
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
最
新
技
術
を
も
う

一
歩
掘
り
下
げ
て
ご
紹
介
す
る
た
め
に
、

独
立
行
政
法
人 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
の

藤
原
広
行
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。
藤
原
氏
の

専
門
は
、
地
震
の
揺
れ
方
の
評
価
手
法
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
研
究
で
あ
る
。

　

「
現
在
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
は

急
速
に
進
ん
で
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
断
層

面
や
地
下
の
構
造
に
つ
い
て
の
情
報
を
設

定
し
て
お
け
ば
、
地
震
波
が
ど
の
よ
う
に

伝
わ
っ
て
、
ど
の
程
度
揺
れ
る
の
か
、
実

際
の
揺
れ
方
が
か
な
り
定
量
的
に
予
測
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
大
き
な

波
で
ゆ
っ
く
り
揺
れ
る
場
合
や
、
小
さ
い

高
周
波
の
波
で
カ
タ
カ
タ
と
揺
れ
る
場
合

な
ど
、
揺
れ
方
の
違
い
を
含
め
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
の
で
す
」

　

地
震
観
測
網
の
整
備
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
技
術
の
急
速
な
発
達
と
普
及
の
お
か

げ
で
、
こ
の
10
年
で
地
震
の
動
き
が
三
次

元
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
現

在
藤
原
氏
ら
は
、
さ
ら
に
精
緻
な
三
次
元

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
、
過
去
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
に
取
ら
れ
た
地
下
構
造
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
、
地
下
構
造
の
モ
デ
ル
作
り
に
励

ん
で
い
る
最
中
だ
と
い
う
。

揺
れ
方
に
も
危
険
度
の
「
質
」
が
あ
る
？

　

地
震
の
動
き
が
よ
り
複
雑
に
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
可
能
に
な
っ
た
結
果
、
新
た
な

角
度
か
ら
問
題
が
提
起
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

「
最
近
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き
た
の
は
、

地
震
に
よ
る
破
壊
に
は
、
加
速
度
と
か
震
度

と
い
っ
た
最
大
値
だ
け
で
な
く
、
地
震
動

の
”

性
質

“
も
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、『
震
災
の
帯
』

と
呼
ば
れ
る
細
い
領
域
で
特
に
た
く
さ
ん

の
民
家
が
壊
れ
た
の
で
す
が
、
建
物
の
壊

れ
や
す
い
地
震
動
の
波
形
の
形
状
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
」

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
ほ
ぼ
１
秒

間
隔
の
パ
ル
ス
状
の
地
震
波
が
ド
ン
ド
ン

と
二
度
来
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
大
き
な
被

害
を
出
し
た
。
し
か
し
建
物
が
壊
れ
る
と
き

に
は
、
震
源
へ
の
近
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ

の
「
ド
ン
ド
ン
」
と
い
う
揺
れ
が
あ
る
か
ど

う
か
が
問
題
な
の
だ
と
い
う
。
現
在
、
こ
う

し
た
震
動
を
発
し
て
し
ま
う
震
源
の
構
造

が
研
究
さ
れ
始
め
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
「
長
周
期
震
動
」
と
呼
ば
れ
る
、

10
秒
周
期
程
度
の
ゆ
っ
く
り
し
た
揺
れ
が

長
く
続
く
現
象
が
、
震
源
か
ら
遠
く
離
れ

た
場
所
に
被
害
を
も
た
ら
す
例
が
危
険
視

さ
れ
て
い
る
。
直
接
の
体
感
や
通
常
の
建

物
へ
の
影
響
は
あ
ま
り
な
い
が
、
超
高
層

ビ
ル
や
橋
梁
、
石
油
タ
ン
ク
な
ど
巨
大
な

構
造
物
を
揺
ら
し
続
け
る
の
だ
。
２
０
０

３
年
の
十
勝
沖
地
震
で
石
油
タ
ン
ク
が
溢

れ
て
火
災
に
な
っ
た
例
や
、
２
０
０
４
年

の
新
潟
県
中
越
地
震
で
東
京
都
心
の
超
高

層
ビ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ケ
ー
ブ
ル
が

破
損
し
た
例
で
注
目
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
地
震
の
揺
れ
の
「
質
」
を
評

価
し
、
被
害
予
測
を
立
て
る
た
め
に
、
三

次
元
モ
デ
ル
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

今
後
欠
か
せ
な
く
な
り
そ
う
だ
。

地
震
観
測
網
の
整
備
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
に
よ
り
、

地
震
動
の
性
質
が
わ
か
っ
て
き
た
。
三
次
元
モ
デ
ル
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

地
震
の
揺
れ
の
「
質
」
を
評
価
し
、被
害
予
測
を
立
て
る
際
に
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
時
、
何
が
起
こ
る
か
？

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
現
在

地

震

を

考

え

る

藤
原 

広
行 

氏

独
立
行
政
法
人

防
災
科
学
技
術
研
究
所

特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！
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特集●シリーズ「防災を科学する」

地震予知から地震リスク軽減へ

震
源
と
震
度
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
特
定

　

現
在
、
地
震
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
精

密
に
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、「
い
つ
起

こ
る
か
」
が
予
測
困
難
な
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
。「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
情
報
」

と
は
、
逆
転
の
発
想
で
、
大
き
な
地
震
が

発
生
し
た
瞬
間
に
地
震
情
報
を
確
定
し
、

警
報
が
出
せ
れ
ば
、
各
地
に
本
格
的
な
揺

れ
が
届
く
前
に
対
策
を
と
れ
る
、
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
た
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

通
常
の
地
震
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
揺

れ
が
小
さ
く
伝
播
速
度
の
速
い
「
Ｐ
波
」

が
到
着
し
、
後
か
ら
”

主
要
動

“
と
も
呼
ば

れ
る
「
Ｓ
波
」
が
到
着
す
る
。
こ
の
た
め
、

ま
ず
Ｐ
波
を
的
確
に
と
ら
え
た
上
で
、
震

源
地
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
を
瞬
時
に
特
定

す
れ
ば
、
Ｓ
波
が
届
く
前
に
警
報
を
発
す

る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
で
は
、
２
０
０

１
年
度
か
ら
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
る
。
堀
内
茂
木
氏
ら
は
、
同
研
究
所
の

持
つ
Ｈ
ｉ

-

ｎ
ｅ
ｔ
（
高
感
度
地
震
観
測
網
）

の
観
測
網
を
使
っ
て
、
震
源
地
を
瞬
時

に
特
定
す
る
画
期
的
な
方
式
を
編
み
出
し

た
。
そ
の
基
礎
と
な
る
技
術
の
一
つ
が「
着

未
着
法
」
と
い
う
震
源
決
定
法
で
あ
る
。

　

「
こ
れ
は
、
地
震
が
起
き
、
２
観
測
点

以
上
で
Ｐ
波
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
観
測

デ
ー
タ
の
ほ
か
に
、
Ｐ
波
が
観
測
さ
れ
な

か
っ
た
観
測
点
に
は
、
Ｐ
波
が
到
着
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
条
件
（
不
等
式
）
を

満
足
す
る
よ
う
に
、
震
源
の
場
所
を
特
定

す
る
方
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
Ｐ
波
が

到
着
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
条
件
を
利

用
し
て
、
ノ
イ
ズ
な
ど
に
よ
る
デ
ー
タ
を

自
動
的
に
削
除
す
る
機
能
が
あ
り
、
99
％

の
地
震
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
正
し
い
震
源
位

置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

堀
内
氏
ら
は
さ
ら
に
、
推
定
震
度
を
す

ば
や
く
求
め
る
方
法
も
開
発

し
た
。
こ
れ
は
従
来
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
を
使
っ
た
計

算
で
は
な
く
、
新
た
に
「
震

度
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
い

う
単
位
を
使
う
と
い
う
も
の

だ
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
程

度
の
地
震
の
場
合
に
は
、
断

層
運
動
が
始
ま
っ
て
か
ら
終

了
す
る
ま
で
に
10
秒
程
度
か

か
る
が
、
新
し
い
単
位
を
用

い
る
と
、
２
〜
３
秒
間
で
、

地
震
の
断
層
運
動
が
止
ま
る

前
に
、
ほ
ぼ
正
し
い
震
度
が

推
定
で
き
る
。
現
在
で
は
、

処
理
時
間
も
含
め
て
地
震
発

生
か
ら
約
５
秒
ま
で
に
、
発

生
時
刻
、
震
源
位
置
（
緯
度
、

経
度
、
深
さ
）
と
推
定
震
度
に

つ
い
て
か
な
り
精
度
の
高
い

情
報
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

運
用
へ
の
期
待

　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
地
震
情
報
は
、
２
０
０
２
年
７
月
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
が
開
始
さ
れ
、
い
く

つ
か
の
試
験
的
配
信
を
経
た
後
、
現
在
で

は
気
象
庁
が
発
表
す
る
緊
急
地
震
速
報
に

も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
」
と
は

い
え
限
界
は
あ
る
。
Ｐ
波
が
到
着
し
て
か
ら

５
秒
後
に
は
、
Ｓ
波
は
だ
い
た
い
30
ıÜ
程
度

ま
で
伝
播
す
る
の
で
、
震
源
か
ら
30
ıÜ
以
上

離
れ
て
い
な
い
と
あ
ま
り
意
味
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
逆
に
、
震
源
地
と
大
き
さ

が
正
確
に
わ
か
る
と
い
う
意
味
で
は
、
海

溝
型
地
震
の
場
合
の
津
波
警
報
な
ど
に
は

非
常
に
役
立
つ
技
術
だ
。

　

ま
た
現
在
で
は
む
し
ろ
そ
の
正
確
さ
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
石
油
タ
ン
ク

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
半
導
体
工
場
の
よ
う
に
、

震
動
が
禁
物
な
現
場
で
も
、
操
業
監
視
に

不
可
欠
な
シ
ス
テ
ム
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
数
年
後
に
は
携
帯
電
話
で
配
信

さ
れ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
地
上
波
が
開
始
さ

れ
れ
ば
、
テ
レ
ビ
で
「
あ
な
た
の
地
域
で

何
秒
後
に
地
震
が
来
ま
す
」
と
い
っ
た
通

報
が
可
能
に
な
る
と
い
わ
れ
、
各
方
面
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
瞬
間
に
、
震
源
と
震
度
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
特
定
し
て
警
報
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
が

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
情
報
」
だ
。
鉄
道
な
ど
、
震
動
が
絶
対

に
禁
物
な
施
設
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

大
き
く
揺
れ
る
前
に

警
報
を
出
す

リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
情
報

地

震

に

 
 

え

る

堀
内 

茂
木 

氏

独
立
行
政
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所

固
体
地
球
研
究
部
門
総
括
主
任
研
究
員

特
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

お
話
を
伺
い
ま
し
た
！

エレベーター 半導体工場 石油タンク 鉄道 携帯電話



全
国
随
一
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

防
災
シ
ス
テ
ム

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
地

震
防
災
技
術
の
運
用
例
と
し
て
、

最
後
に
神
奈
川
県
横
浜
市
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
東
京
工
業

大
学
の
翠
川
三
郎
教
授
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　

「
横
浜
市
で
は
、
文
部
科
学
省

の
設
置
し
た
地
震
観
測
網
と
は
別

に
、
独
自
に
市
内
約
４
３
０
ıà
に

地
震
計
を
１
５
０
台
（
お
よ
そ
3
ıà

当
た
り
に
１
台
）
設
置
し
、
こ
の
地
震

計
の
情
報
に
基
づ
い
た
『
横
浜
市

リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム

（
R
E
A
D
Y
）』
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
東
京
、

名
古
屋
、
京
都
な
ど
、
全
国
の
政

令
指
定
都
市
の
３
分
の
２
く
ら
い

は
す
で
に
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

ま
で
精
緻
な
も
の
は
横
浜

だ
け
で
す
ね
」

　

高
秀
秀
信
前
横
浜
市
長

の
代
に
約
17
億
円
か
け
て
完
成
さ

れ
た
「
R
E
A
D
Y
」
は
、
地
震

発
生
後
お
よ
そ
60
分
で
被
害
状
況

を
把
握
し
、
適
切
な
応
急
措
置
を

と
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

こ
う
い
う
も
の
が
作
ら
れ
た
背
景

に
は
、
や
は
り
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
際
に
、
被
害
状
況
の
把
握
が

対
応
の
遅
れ
を
招
い
て
し
ま
っ
た

こ
と
の
教
訓
が
あ
る
。

　

「
災
害
直
後
、
被
害
が
激
し
い
箇

所
が
判
明
し
た
ら
、
消
防
局
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
出
し
て
実
際
に
映

像
を
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
み
な

と
み
ら
い
の
超
高
層
ビ
ル
の
上
に

監
視
カ
メ
ラ
が
あ
り
、
天
気
が
よ

け
れ
ば
市
の
70
％
が
見
渡
せ
ま
す
」 

実
感
に
訴
え
る
防
災
知
識

　

独
自
の
観
測
網
の
も
た
ら
し
た

成
果
は
他
に
も
あ
る
。
精
密
な
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
が
可
能
に

な
り
、
住
民
の
防
災
意
識
を
喚
起

で
き
た
こ
と
だ
。

　

「
横
浜
市
で
は
50
m
四
方
を
単
位

と
し
た
詳
細
な
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
あ
る
「
横
浜
市
地
震
マ
ッ

プ
」
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
ふ
つ
う

は
５
０
０
m
〜
１
ıÜ
で
被
害
想
定
を

す
る
の
で
す
が
、
し
か
し
こ
れ
で

は
市
民
の
み
な
さ
ん
は
真
剣
に
見

て
く
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
家
の
周

り
を
調
べ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
粗

く
て
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
横

浜
市
の
マ
ッ
プ
に
は
街
区
も
描
い

て
あ
る
た
め
、
虫
眼
鏡
で
見
れ
ば

自
分
の
家
が
ど
う
な
る
か
わ
か
る
。

こ
れ
な
ら
ば
、
自
分
事
と
し
て
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
」

　

横
浜
市
で
は
以
前
か
ら
、
木
造

住
宅
や
１
９
８
１
年
以
前
に
建
築

さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
対
し
て
、

無
料
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工

事
へ
の
助
成
が
行
わ
れ
て
い
た
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
発
表
後
は
、

耐
震
診
断
が
年
間
2
0
0
0
件
弱
、

助
成
申
請
が
1
5
0
件
強
と
利
用

率
も
倍
増
し
た
と
い
う
。

● 職員配備体制の確立

● 関係機関への応援要請

●被害調査箇所の特定

●避難場所開設準備

●緊急物資の確保と輸送計画

●仮設救護所と医療班の結成

●道路啓開活動

…ほか

ヘリテレ映像システム

監視カメラ

防災情報システム

災
害
対
策
本
部
に
お
け
る
活
動
方
針
の
決
定

横浜市リアルタイム地震防災システム

▲高密度強度計ネットワーク

▲地震被害推定・地理情報システム

▲被害情報収集・集約システム

08

被
害
地
域
の
被
害
推
定
と
特
定

実
際
の
被
害
情
報
の
収
集
・
集
約

地
震
被
害
の
全
体
像
の
把
握

高
密
度
地
震
計
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

震
度
分
布
図

被
害
推
定
・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

被
害
推
定
図

被
害
情
報
収
集
・
集
約
シ
ス
テ
ム

被
害
状
況
図

横
浜
市
で
は
、
独
自
の
地
震
計
情
報
に
基
づ
い
た
『
横
浜
市
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
防
災

シ
ス
テ
ム
（
R
E
A
D
Y
）
』を
運
用
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
地
震
発
生
後
約

60
分
で
被
害
状
況
を
把
握
し
、
適
切
な
応
急
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

地
震
に
強
い
都
市
を
つ
く
る

横
浜
市
の
横
浜
市
リ
ア
ル
タ
イ
ム
地
震
防
災
シ
ス
テ
ム

（
R
E
A
D
Y
）

地

震

を

防

ぐ

翠
川
三
郎 

氏

東
京
工
業
大
学

大
学
院
総
合
理
工
学
研
究
科

人
間
環
境
シ
ス
テ
ム
専
攻

教
授 お

話
を
伺
い
ま
し
た
！



　

ま
た
、
こ
う
し
た
マ
ッ
プ
を
防

災
教
育
に
応
用
す
る
試
み
も
行
わ

れ
て
い
る
。
中
学
生
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
横
浜

駅
周
辺
の
震
度
分
布
や
液
状
化
の

危
険
度
を
色
分
け
し
た
３
Ｄ
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
東
京
工
業
大

学
で
作
ら
れ
た
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
と
と
も
に

　

地
形
デ
ー
タ
の
採
取
や
マ
ッ
プ

の
作
成
、
さ
ら
に
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
、
こ
れ
か
ら
の
防
災
情
報
・
教

育
は
ま
す
ま
す
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

切
り
離
せ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
最

後
に
翠
川
教
授
に
今
後
の
動
向
を

予
想
し
て
も
ら
っ
た
。

　

「
最
近
で
は
一
般
の
ウ
ェ
ブ
検
索

で
も
地
図
と
衛
星
写
真
が
取
り
出

せ
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と

連
動
さ
せ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
ス
ク
リ
ー

ン
に
仮
想
空
間
の
街
を
投
射
し
て
、

そ
の
”

デ
ジ
タ
ル
シ
テ
ィ

“
の
町
並

み
の
中
を
自
分
で
歩
い
て
災
害
を

疑
似
体
験
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と

も
可
能
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
災

害
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
ん
で
も
ら

っ
て
、
そ
の
上
で
自
分
た
ち
が
何

を
で
き
る
の
か
と
考
え
て
も
ら
う
。

防
災
意
識
の
高
ま
り
に
は
、
自
分

た
ち
の
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
る
の
か
、
そ
れ
を
わ
か
り

や
す
く
体
験
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

横浜市が独自に設置した市内150カ所の地震観測網のデータをもとに描かれた、50mメッシュの詳細なハザー

ドマップ。図は、南関東地震が発生した際の震度分布予測を示したもの。震度分布のマップを公開したところ、市

民から「液状化についてはどうなのか？」と積極的な問い合わせがあり、できたのが右下の「液状化マップ」だ。

これらのデータは、横浜市の WebサイトでＰＤＦでも公開されている。　　http: //www.city.yokohama.jp/
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地震予知から地震リスク軽減へ

地
震
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

体
験
で
き
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
は
、

4
t
ト
ラ
ッ
ク
を
改

造
し
て
”

実
際

“
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
搭
載
し
た
キ
ャ
ラ

バ
ン
カ
ー
を
公
開
し
た
。
荷

台
に
設
置
さ
れ
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
乗
る
と
、
か
ご
室
が

振
動
し
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
か
ら
景
色
が
流
れ
て
臨
場

感
を
再
現
。
さ
ら
に
、
地
震

や
停
電
が
発
生
し
た
際
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
最
寄
り
階

に
停
止
し
、
乗
客
を
解
放
す

る
ま
で
の
挙
動
を
疑
似
体
験

で
き
る
。

　

近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど

の
災
害
対
策
に
関
心
が
高
ま

る
一
方
で
、
設
置
後
20
年
以

上
経
過
し
た
「
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
」
の
必
要
な
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
も
増
え
続
け
て
い
る
。
そ

こ
で
、
多
く
の
方
に
新
形
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
り
心
地
や

安
全
対
策
を
体
感
し
、
理
解

し
て
も
ら
う
の
が
こ
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
の
目
的
だ
。

　

昨
年
10
月
、
初
め
て
の
キ

ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
訪
問
が
埼
玉

県
ふ
じ
み
野
市
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
開
か
れ
た
。「
エ
ス
テ
・

ス
ク
エ
ア
ふ
じ
み
野
」
は
全

3
2
7
戸
、
築
8
〜
9
年
の

マ
ン
シ
ョ
ン
群
で
あ
る
。

　

実
際
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

で
災
害
対
策
を
体
験
さ
れ
た

方
々
に
感
想
を
伺
っ
た
。

　

「
新
潟
県
中
越
地
震
の
後
、

関
東
地
方
の
地
震
も
増
え
た

の
で
、
非
常
時
へ
の
心
構
え

や
備
え
が
必
要
で
は
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
非
情
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
」（
理
事
長
・

江
藤
さ
ん
）
。

　

「
非
常
時
の
動
き
を
一
度

体
験
し
て
お
く
と
、
何
か
あ

っ
た
と
き
に
思
い
出
し
て
対

処
で
き
る
の
で
、
助
か
り
ま

す
ね
」（
防
災
担
当
理
事
・
加

賀
谷
さ
ん
）
。

　

「
一
番
恐
い
の
は
、
何
か

あ
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
体
感
し
た
機
種
な
ら

地
震
の
と
き
は
一
番
近
い
階

に
止
ま
っ
て
開
く
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
、
と
て
も
安
心

し
ま
し
た
」（
管
理
・
古
川
さ
ん
）。

　

「
万
一
、
サ
ー
ビ
ス
情
報

セ
ン
タ
ー
で
通
報
が
受
け
ら

れ
な
く
て
も
、
横
浜
と
関
西

で
ク
ロ
ス
的
に
受
信
す
る
と

い
う
こ
と
を
聞
き
、
安
心
し

ま
し
た
」（
同
・
角
野
さ
ん
）
。

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は
今

後
、
要
請
が
あ
れ
ば
全
国
ど

こ
で
も
出
動
す
る
予
定
だ
と

い
う
。
子
供
た
ち
や
家
族
連

れ
を
対
象
に
し
た
レ
ク
チ
ャ

ー
と
し
て
「
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
も
同
時
実
施
さ
れ
る

の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

写真右から　理事長・江藤さん／防災担当理事・加賀谷さん／管理・古川さん／同・角野さん）

イメージキャラクター
「エレベっち」



連載●エレベーターの未来形

エレベーターホールの歴史と未来

写真はアメリカにあるホテル、ハ

イアットリージェンシーアトランタ

（ 1 9 6 7 ） のロビー兼エレベーター

ホールである。最上階にまで達する

吹き抜けロビー、その中を上下する

シースルーのエレベーターなどの建

築様式は、斬新なデザインとして一

世を風靡した。

「エレベーターでどこか別の場所に

移動する」という、緩やかな同一の

目的を持つ人々がすれ違い、時を待

つこの空間は、エレベーターと人間

のかかわりに重要な役割を果たすと

同時に、様々な役割を担ってきた。

エレベーターホールの過去の建築事

例を振り返りつつ、現在のエレベー

ターホールのあり方を見て、今後の

エレベーターホールがどのようなも

のになるのか。未来のエレベーター

ホールが担う新しい役割と機能を提

案する。

Wide view of the atrium at the Hyatt Regency, atlanta.
Photo credit:
(c) Rion Rizzo. Courtesy John Portman & Associates

Book credit:
Up down across
Edited by Lisa Goetz
Published by Merrell Publishers



三井貸事務所基準階平面図

連載●エレベーターの未来形

人とエレベーターをつなぐ隠された社交場

名
作
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
探
訪

　

ふ
だ
ん
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
歴
史
、
し
か
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

の
変
遷
と
な
る
と
難
し
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
建
築

史
に
詳
し
く
、
実
際
に
数
々
の
古
い
ビ
ル
を
訪
ね

歩
い
て
い
る
「
建
築
探
偵
」
こ
と
、
東
京
大
学
の

藤
森
照
信
教
授
に
お
話
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。

　

「
日
本
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

で
一
番
古
い
も
の
は
、
戦
前
に
作
ら
れ
た
三
井

貸
事
務
所
で
す
。
厳
密
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
い
も
の
の
、
各
階
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
入
り
口
が
ガ
ラ
ス
窓
に
面
し
て
い

て
、
ホ
ー
ル
的
に
見
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　

「
三
井
貸
事
務
所
」（
１
９
１
２
年
）
は
、
ア

メ
リ
カ
帰
り
の
建
築
家
、
横
河
民
輔
氏
の
設
計

に
よ
る
も
の
。
鉄
骨
を
使
用
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
ト
イ
レ
な
ど
各
階
の
共
有
部
分
を
中
央

に
ま
と
め
た
ス
タ
イ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
僕
は
ま
だ
建
っ
て
い
た
頃
に
実
際
に
内
部

を
見
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
と
て
も
面
白
い
プ

ラ
ン
な
ん
で
す
。
細
い
ビ
ル
な
の
に
、
真
ん
中
が

な
ぜ
か
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
（
光
井
戸
：
採
光
用
の
吹
き

抜
け
）
に
な
っ
て
い
て
、
周
り
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
二
基
。
ど
こ
か
い
じ
け
て
い
る
と
い
う
か
（
笑
）
、

普
通
の
セ
ン
タ
ー
コ
ア
な
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

全
体
を
支
配
す
る
幹
線
道
路
で
す
が
、
こ
れ
は

”
バ
イ
パ
ス

“
み
た
い
な
感
じ
で
す
ね
。
他
に
戦

前
で
印
象
に
残
る
も
の
と
い
う
と
、
や
っ
ぱ
り
三

信
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
す
」

　

「
三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」（
１
９
２
９
年
）
は
、
東

京
・
日
比
谷
の
映
画
館
街
に
い
ま
も
残
る
。
交
差

ヴ
ォ
ー
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
華
麗
な
ア
ー
チ
型
の
曲

線
が
連
続
す
る
天
井
と
、
半
円
形
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
が
見
事
だ
。

　

「
三
井
貸
事
務
所
の
反
省
も
あ
る
の
か
、
三
信

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
も
う
少
し
ゆ
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
の
戦
前
の
ビ
ル
で
も
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
は
作
っ
て
は
あ
る
け
れ
ど
、
こ
こ

ま
で
『
演
出
し
て
あ
る
』
っ
て
感
じ
の
も
の
は
少

な
い
。
早
い
時
期
に
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

超
高
層
ビ
ル
で
編
み
出
さ
れ
た
「
セ
ン
タ
ー
コ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
建
築
手
法
を
日
本
で
採
り
入
れ
た
大

ビ
ル
（
大
阪
ビ
ル
東
京
分
館
第
一
号
館
）
な
ん
か
も
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
は
１
階
の
玄
関
先
に
だ
け

あ
る
け
ど
、
そ
れ
も
実
に
合
理
的
で
、
廊
下
の
回

り
が
モ
ザ
イ
ク
で
き
れ
い
に
仕
上
げ
て
あ
る
程
度

な
ん
で
す
」

　

戦
後
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
藤
森
教
授
が
挙
げ
た

の
は
、
毎
日
新
聞
社
の
社
屋
と
し
て
有
名
な
「
パ

レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
」（
１
９
６
６
年
）
だ
。
両
サ
イ

ド
に
建
て
ら
れ
た
二
本
の
円
筒
形
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
タ
ワ
ー
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
８

台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
円
周
上
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
呼
び
ボ
タ

ン
が
ホ
ー
ル
の
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
機
能
を
コ
ア
と
し
て
外
に
出

す
と
い
う
、
か
な
り
し
っ
か
り
し
た
思
想
の
も
と

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
だ
け
が
建
物
と
は
別
に
存
在
し
て

い
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
」

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
意
味
と
未
来

　

と
こ
ろ
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
を
飾
る
と

い
う
習
慣
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
階
段
と
同
じ
よ
う
に
考
え
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
昔
の
ビ
ル
建
築
で
は
、
階
段
の
登
り
口
・

降
り
口
を
広
く
と
る
と
い
う
こ
と
が
贅
沢
だ
っ
た

し
、
権
威
を
示
す
た
め
に
大
事
な
こ
と
と
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
。
あ
ま
り
ち
ま
ち
ま
作
っ
て
は
い
け

な
い
、
堂
々
と
や
れ
、
と
。
例
え
ば
賃
料
の
高
さ

で
知
ら
れ
た
旧
丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
は
ち
ょ
っ
と
広
す
ぎ
る
く
ら
い

の
広
さ
で
し
た
」

　

時
代
や
建
築
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
も
変
わ
っ
て
い
く
。

　

「
僕
の
考
え
る
理
想
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
出
た
時
に
視
界
が
開
け
る
も
の
。

窓
に
面
し
て
い
る
と
か
、
廊
下
が
見
渡
せ
る
と
か
、

そ
う
い
う
演
出
が
欲
し
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗

っ
て
い
る
と
き
、
人
は
閉
じ
た
箱
の
中
で
、
息
を

殺
し
て
”

死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
い
る

“
と
思
う
ん
で

す
。
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
、
蘇
生
す
る
場
所
が
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

藤森 照信
FUJIMORI Terunobu●東京大学

教授・工学博士。1946年長野県

生まれ。東北大学工学部卒業、東

京大学大学院修了。近代建築史家・

建築家として数々の受賞歴を持つ

一方で、「路上観察学会」のリー

ダーとして、また埋もれた西洋館

を発掘・紹介する「建築探偵」とし

てもユニークな活動を展開してい

る。近著に『藤森流　自然素材の

使い方』（彰国社）など。
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19世紀末から20世紀初頭のアメリカで「摩天楼」が生まれて以来、エレベーターとエレベーターホールは、高層ビル

の建築や都市機能の変遷に沿って発展してきた。ここでは主に日本の事例をたどりながら、エレベーターホールの

発達史を概観してみよう。昭和女子大学短期大学部の篠　正彦助教授にお話を伺った。

1912 三井貸事務所

1923 丸の内ビルディング
1926 ニューヨーク・テレフォン・ビル（米国）
1927 大阪ビル東京分館第一号館

1929 三信ビルディング
1930 クライスラー・ビル（米国）

 
1966 パレスサイドビル
1967 ハイアットリージェンシーアトランタ（米国）
1968 霞が関ビル

1971 ポーラ五反田ビル
1976 サンシャインビル
1982 ＮＳビル

1991 東京都本庁舎

2002 泉ガーデンタワー
 電通本社ビル
2004 TAIPEI 101（台湾・台北市）

登場した建築物

1835 “teagle”という蒸気機関を用いたエレベーターが英国の工場で荷物用として使用

1857 世界初の乗用エレベーターが米国に設置される

1887 鉄筋コンクリート工法が日本に紹介される

1890 凌雲閣に国内初の電動式乗用エレベーターが設置

1923 関東大震災で多くの建物が倒壊。復興需要とともにエレベーターの需要も急増

1945 第二次世界大戦終結

1955 透明型エスカレーターが登場。群管理エレベーターなど制御装置などのエレクトロニクス化が始まる

1963 建築基準法の改正により建物の高さが最高 31m以下という制限が解除
 

1968 国内最初の超高層ビル「霞が関ビル」が完成
1969 エレベーターの昇降路とかご側壁にガラスを用いた「展望用エレベーター」の設置が始まる 

エレベーターと建築の歴史

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
発
生
と
衰
退

　

日
本
で
初
め
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
建
物

は
、
１
８
９
０
年
に
建
設
さ
れ
た
凌
雲
閣
（
浅
草

十
二
階
）
だ
。
そ
の
名
の
通
り
12
階
建
て
の
展
望

塔
だ
が
、
ま
だ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
と
呼
べ
る

も
の
は
な
か
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
原

型
が
で
き
る
の
は
、
も
う
少
し
時
代
が
下
り
、
ア

メ
リ
カ
式
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
日
本
に
も
導
入
さ

れ
始
め
る
１
９
１
０
年
代
以
降
で
あ
る
。

　

「
藤
森
教
授
が
挙
げ
て
い
た
三
井
貸
事
務
所

（
１
９
１
２
年
）
は
先
駆
的
な
例
で
す
が
、
吹
き
抜

け
で
採
光
す
る
手
法
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

と
の
関
係
は
ま
だ
未
発
達
と
い
う
感
じ
で
す
。
玄

関
ホ
ー
ル
の
近
く
に
豪
華
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
を
構
え
る
ス
タ
イ
ル
は
、
三
信
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
（
１
９
２
９
年
）
や
旧
丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
１
９
２
３
年
）
が
完
成
形
で
す
」
と
昭
和
女
子
大

学
短
期
大
学
部
の
篠　

正
彦
助
教
授
は
語
る
。　

　

一
方
、
大
阪
ビ
ル
東
京
分
館
第
一
号
館

（
１
９
２
７
年
）
で
は
、
ビ
ル
の
中
心
に
階
段
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
固
め
る
「
セ
ン
タ
ー
コ
ア
」
ス

タ
イ
ル
が
確
立
す
る
。
超
高
層
ビ
ル
の
典
型
的
な

構
造
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
テ
レ
フ
ォ
ン
・
ビ
ル

（
１
９
２
６
年
）
な
ど
19
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
頭

の
シ
カ
ゴ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
達
し
た
。

　

「
60
年
代
に
は
建
築
基
準
法
の
『
百
尺
規
制
』

が
改
正
さ
れ
、
日
本
で
も
霞
が
関
ビ
ル
（
１
９
６
８

年
）
の
よ
う
な
１
０
０
m
を
越
え
る
超
高
層
ビ
ル

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
セ
ン
タ
ー

コ
ア
の
効
率
主
義
が
原
則
で
す
」

　

セ
ン
タ
ー
コ
ア
は
、
建
物
の
構
造
を
中
心
に
集

め
る
こ
と
で
建
物
自
体
を
丈
夫
に
し
、
か
つ
柱
を

少
な
く
し
て
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
と
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
ど
う
し
て
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
は
中
心
部
に
押
し
込
め
ら
れ
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
も
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
。

丸の内ビルディング　写真提供：三菱地所

戦前では日本最大のビル。ビル内部に商店街を置くなど、アメ

リカ式オフィスビルの先駆となった。関東大震災で大きな被害

を受け、修理補強がなされている。

丸の内ビルディング ニューヨーク・テレフォン・ビル　出典：『ニューヨークのアールデコ』（鹿島出版会）

写真は建設当時のもの。アメリカにおける本格的なアール・デ

コの建築としては最も初期の例。中央にエレベーターと構造部

を集結させる「センターコア」スタイルの典型的な例でもある。

クライスラー・ビル　写真：篠山紀信

ニューヨークの超高層ビルの代表作。当時の「アール・

デコ」というきらびやかに飾り立てる様式で、１階の

ホールを豪華になまめかしく演出している。

クライスラー・ビル　クライスラー・ビル　クライスラー・ビル　クライスラー・ビル　
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
発
達
史
を
考
え
る

上
で
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と
同
時
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
た
の
が
デ
パ
ー
ト
だ
。
そ
こ

で
、
日
本
初
の
近
代
的
デ
パ
ー
ト
と
し
て

始
ま
っ
た
日
本
橋
三
越
の
本
店
に
お
話
を

伺
っ
て
き
た
。

　

三
越
本
店
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
大

正
3
年
（
1
9
1
4
）
、
そ
れ
ま
で
の
土
蔵

造
に
代
わ
り
鉄
筋
造
の
「
新
館
」
が
落
成

し
た
時
だ
。
同
時
に
、
日
本
初
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
大
正
年
間
は
館
内
も
畳
敷
き
で
、
店

内
に
入
る
前
に
玄
関
に
靴
や
下
駄
を
預
け

て
い
た
と
い
う
。
当
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ホ
ー
ル
の
写
真
を
見
る
と
、
ア
ー
ル
デ
コ

調
の
装
飾
が
全
面
に
施
さ
れ
て
い
て
と
て

も
優
美
だ
。

　

「
当
時
の
流
行
で
し
た
か
ら
ね
。
た
だ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
待
つ
間
に
楽

し
ま
せ
る
と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
違
っ
て
、
百

貨
店
で
は
い
か
に
お
客
さ
ま
を
す
ば
や
く

上
層
の
階
に
ご
案
内
す
る
か
、
と
い
う
目

的
が
主
で
す
。
ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ご

利
用
客
は
、
行
き
た
い
売
り
場
や
階
が
決

ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
」

（
松
澤 

恵
氏
・
広
報
室　

資
料
編
纂
担
当
部
長
）
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に

は
、
案
内
役
と
し
て
も
と
も
と
は
男
性
の

「
運
転
手
」が
付
き
添
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

昭
和
初
年
代
に
は
女
性
の
社
会
進
出
の
波

に
乗
っ
て
、現
在
で
い
う
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ガ
ー
ル
」
が
登
場
し
た
。

　

「
現
在
私
た
ち
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
添

乗
の
ほ
か
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ

ン
タ
ー
の
お
仕
事
も
同
時
に
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
で
は
、
お
客
さ
ま
が
行
き
先
を
探
さ
れ

た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
や
ド
ア

前
の
誘
導
係
か
ら
積
極
的
に
声
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。
中
に
は
自
動
運
転
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
来
て
も
、
私
た
ち
の
乗
っ
た

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
来
る
ま
で
お
乗
り
に
な

ら
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
周
り
は
、
当
館
と
お
客
さ
ま

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
大

事
な
空
間
だ
と
思
っ
て
、
お
客
さ
ま
を
ご

案
内
し
て
い
ま
す
」（
原
江
利
子
さ
ん
・
業
務

推
進
部　

接
待
係
）
。

　

「
ポ
ー
ラ
五
反
田
ビ
ル
（
１
９
７
１
年
）
な
ど
は
、

構
造
（
コ
ア
）
を
中
央
で
な
く
両
端
に
固
め
る
パ

タ
ー
ン
で
す
。
た
だ
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
自
体
は
狭

い
と
こ
ろ
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
異
色
な

の
は
竹
橋
の
パ
レ
ス
サ
イ
ド
（
毎
日
新
聞
社
）
ビ

ル
（
１
９
６
６
年
）
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
階
段
を

建
物
の
外
に
出
し
て
し
ま
う
例
で
す
。
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
も
き
ち
ん
と
作
ら
れ
て
い
ま
す
」

開
放
的
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
復
活

　

狭
い
場
所
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
ふ
た
た
び
表
に
出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
は
、
１
９
８
０
年
か
ら
90
年
代
だ
。
構
造
設
計

技
術
が
発
達
し
、
高
層
ビ
ル
設
計
の
自
由
度
が
増

し
た
こ
と
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

や
都
市
空
間
へ
と
開
放
さ
れ
て
い
く
。

　

「
例
え
ば
東
京
都
本
庁
舎
（
１
９
９
１
年
）
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
は
す
ぐ
に
外
に
出
ら
れ
る
位
置
に

あ
り
、
ホ
ー
ル
に
は
窓
も
つ
い
て
非
常
に
開
放
的

で
す
。
ま
た
、
超
高
層
で
も
ガ
ラ
ス
を
効
果
的
に

使
っ
た
例
が
出
て
き
ま
す
。
泉
ガ
ー
デ
ン
タ
ワ
ー

（
２
０
０
２
年
）
の
よ
う
に
、
玄
関
ホ
ー
ル
と
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
が
連
続
し
て
い
て
、
さ
ら
に
都

市
空
間
へ
と
抜
け
て
い
く
よ
う
な
建
築
で
す
」

　

ま
た
ア
ト
リ
ウ
ム
（
巨
大
な
吹
き
抜
け
）
に
面
し

て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
つ
け
る
手
法
が
流
行
す
る
。

　

「
電
通
本
社
ビ
ル
（
２
０
０
２
年
）
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
は
、
シ
ャ
ト
ル
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
吹

き
抜
け
越
し
に
横
一
列
に
並
ん
で
い
ま
す
。
複
数

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
ホ
ー
ル
を
挟
ん
で
向
か
い
合

わ
せ
に
固
め
る
と
い
う
超
高
層
ビ
ル
の
鉄
則
を
破

り
、
人
が
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る

よ
う
な
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

建
築
の
技
術
や
機
能
の
変
遷
と
と
も
に
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
も
表
情
を
豊
か
に
変
え
て
い
く

の
で
あ
る
。

原　江利子さん

三越本店のエレベーターホール（1917年）

デ
パ
ー
ト
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

松澤  恵氏

老
舗
デ
パ
ー
ト
の
信
頼
を
支
え
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
能

パレスサイドビル

日建設計（林昌二氏）による設計。ビル敷地が道路と日本

橋川にえぐられた三角形だったことから、東西二つの

コアが左右非対象に配置された。

電通本社ビル

ジャン・ヌーベル氏がデザインパートナーとして

協力。各階のエレベーターホールには著名な芸術

家の意匠が施され、個性的な空間となっている。

パレスサイドビル

日
本
橋
三
越

篠　　正彦
SHINOZAKI Masahiko●昭和女子大学短期大学部 生活文化学科 助教授。1968年東京都生まれ。

専門分野は、建築計画と環境行動研究。特に、都市での生活様式と住居、施設の関係を研究している。

現在、ベトナムにおける集合住宅の調査研究を進めている。主な著作に、『建設設計資料集成・居住編』

（共編著，丸善）、『環境行動のデータファイル‐空間デザインのための道具箱』（共編著，彰国社）、『ベトナム

町並み観光ガイド』（岩波書店）、『事例で読む現代集合住宅のデザイン』（共編著，彰国社）などがある。
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も
っ
と
快
適
で
斬
新
な
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
へ

　

過
去
20
年
で
、
ビ
ル
建
築
の
あ
り
方
は
ま
す
ま

す
開
放
的
な
方
向
へ
と
向
か
っ
て
き
た
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ホ
ー
ル
も
、
独
立
し
た
空
間
か
ら
、
む
し

ろ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
、
さ
ら
に
は
街
の
空
間
へ
と

連
続
し
て
い
く
よ
う
な
演
出
が
な
さ
れ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
で
は
、
今
後
は
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
だ

ろ
う
か
。
篠　

氏
の
お
考
え
を
伺
っ
た
。

 

「
ま
ず
は
”

知
ら
な
い
人
同
士
が
密
集
し
て
い

る
“
と
い
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
の
状
況
を
和
ら
げ
る
方
向
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
”パ

ー
ソ
ナ
ル
・
ス
ペ
ー
ス

“と
い
う
考
え
方

が
あ
っ
て
、
人
は
自
分
の
周
り
の
空
間
に
知
ら
な

い
人
が
近
づ
き
す
ぎ
る
と
居
心
地
が
悪
く
な
り
、

視
線
を
そ
ら
す
と
い
っ
た
対
処
を
と
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
現
在
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
階
数
表
示
ぐ
ら
い
し

か
視
線
の
や
り
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
視

線
の
落
ち
着
く
先
を
つ
く
っ
て
、
心
理
的
に
和
ら

げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
」

　

ま
た
、
知
ら
な
い
者
同
士
が
「
同
じ
目
的
」
で

待
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
の
も
つ
居
心
地
の
悪

さ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。

 

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の
横
に
お
店
を
併
設

す
る
と
か
、
も
う
少
し
違
う
機
能
が
混
ざ
り
合
う

よ
う
な
工
夫
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
機
械
そ
の
も
の
の
変
化
も
影

響
す
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
近
年
、
駅
の
ホ
ー
ム
な

ど
に
「
通
り
抜
け
」
型
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

 

「
乗
り
口
と
降
り
口
が
別
方
向
に
つ
け
ら
れ
る

と
い
う
点
に
も
、
今
後
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
の

あ
り
方
を
変
え
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
進
歩
に
つ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

の
姿
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

建築技術の進歩によって、より自由に、開放的な空間設計が可能になってきたエレベーターホール。では、今後は

どのような展開が予想されるだろうか。建物が都市空間へと開かれ、街と融合していく予感。そして、より人間の

心理に根ざした快適さの演出へ……。篠　氏が近未来のエレベーターホールを語ると同時に、建築家の八木敦司氏

と小川次郎氏の両氏が示す、エレベーターホールの未来像を提示する。
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小川 次郎　OGAWA Ji ro

1966年東京都生まれ。1989年東京工業大学工学部建築学科卒業。同大学博士後期課程

を経て、現在、日本工業大学建築学科助教授。近作に『モミガラ・パーク』『EPSP』など。

八木 敦司　YAGI Atsushi

1968年東京都生まれ。1992年東京大学工学部建築学科卒業。東京電機大学非常勤講師を経て、

現在、東京電機大学講師、武蔵野美術大学非常勤講師。主な作品に、「プライウッド キット ハウス」

（2001）、「ORE-KUSA HOUSE WHITE CAVE」（2005）がある。

ネイチャーコンシャスなエレベーターホール

技術的な面が発達していく建築は、強度、安全性、法的規制などを目に見えぬ部分で解消していく。

私たちが触れる部分や目にする部分は細部が消失し、ネイチャーコンシャス（自然への意識が高い）な

ロマンチックな場所に変容していく。ある夢想。それは、水滴の波紋、樹木のこぶのような場所に、

静かに、クリスタルやクローバーのような移動装置がやってくるのである。

超低速循環式エレベーターホール

遊園地の観覧車のように、パレット式の立体駐車場のように、無数のカゴが超低速で循環し続ける

「エレベーター的ホール」。固定された部屋としてのホールは消滅し、出会いのための小さな場の鎖

が生まれる。利用者は好みのカゴにアクセスし、目的のフロアまでの小さな旅を楽しむ。あるいは

ホール自体が目的地となるかもしれない ……（ 図版制作：小林靖・竹内康浩）
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医
療
と
教
育
の
総
合
施
設

　

1
9
7
1
年
の
創
立
以
来
、
多
く
の
医
師
た
ち
を
養
成
し

て
き
た
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
。
神
奈
川
県
川
崎
市
の
菅

生
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
緑
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
敷
地
に
、
医
学

部
と
大
学
病
院
、
さ
ら
に
各
種
専
門
研
究
施
設
を
備
え
た
総

合
的
な
教
育
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
大
学
病
院
は
、
学
生
た
ち
の
実
地
修
練
の
場
と
な

る
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
内
で
も
最
大
級
の
医
療
施
設
と
し

て
、
地
域
の
医
療
を
担
っ
て
き
た
。
本
館
・
別
館
を
合
わ
せ

て
27
科
の
診
療
科
、
約
1
2
0
0
床
の
許
可
病
床
数
、
さ
ら

に
は
24
時
間
体
制
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
る
。

　

「
こ
こ
は
一
つ
の
”

街
“
で
す
ね
。
学
生
は
、
医
学
部
が

6
0
0
人
強
、
看
護
学
校
が
2
0
0
人
強
、
と
数
と
し
て
は

少
な
い
。
し
か
し
職
員
や
協
力
会
社
さ
ん
、
患
者
さ
ん
や
お

見
舞
い
の
方
々
を
含
め
る
と
、
日
中
は
8
5
0
0
人
く
ら
い

の
人
口
が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
」
（
施
設
部
部
長　

坂
本

竹
廣
氏
）。

　

「
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
建
物
を
全
部
回
っ
て
い
く
と
、
早
足
で

3
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
病
院
だ
け
で
も
本
館
・
別
館

が
あ
り
、
手
術
室
や
主
な
検
査
機
関
は
本
館
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
入
院
さ
れ
て
い
る
方
が
移
動
す
る
た
め

に
渡
り
廊
下
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

（
施
設
部
施
設
課
主
任　

柏
木
義
幸
氏
）。

大
学
病
院
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
で
現
在
稼
働
中
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
、
全
体
で
は
28
基
。
う
ち
病
院
本
館
が
11
基
、
別
館
が

8
基
と
な
っ
て
い
る
。
医
学
部
や
研
究
施
設
を
含
め
、
用
途

別
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
種
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
の

も
、
大
き
な
医
科
大
学
と
し
て
の
特
徴
だ
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
の
荷
物
運
搬
や
配
膳
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
、
薬
局
か
ら

ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
薬
を
運
ぶ
た
め
の
小
荷
物
専
用
昇

降
機
も
あ
る
。
ま
た
、
本
館
1
階
か
ら
8
階
ま
で
の
ど
こ
か

ら
で
も
手
術
室
に
直
で
行
け
る
、
手
術
室
専
用
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
な
ど
も
あ
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
速
度
は
、
通
常
の
商
業
施
設
な
ど
よ
り

大学病院

メンテナンステクノロジー ＆ リスクコミュニケーション

vol.5

Communication

ServiceAmenity

maintenanceTechnology

学校法人
聖マリアンナ医科大学

エレベーターの安全が患者の命に関わる大学病院

でのエレベーターには、どのような機能が期待さ

れているのだろうか。今回取材に伺った聖マリア

ンナ医科大学病院は、神奈川県川崎市の大学病院。

地域の医療を支える医療施設として、また多数の

学生や職員が活動する大規模な教育・研究機関と

して、さまざまな用途が混在する環境でのエレベ

ーター管理について、お話を伺ってきた。

管理者の立場から…

Maker

Manager

Safety

USER

坂
本 

竹
廣
氏

施
設
部
部
長

聖マリアンナ医科大学
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も
や
や
速
め
の
「
中
速
」（
毎
分
90
m
）
を
採
用
。
身
体
の
具
合

の
悪
い
利
用
者
を
、
な
る
べ
く
早
く
、
か
つ
安
定
し
て
運
ぶ

こ
と
の
で
き
る
ス
ピ
ー
ド
だ
。
安
全
装
置
に
も
気
を
遣
い
、

ド
ア
部
の
セ
ン
サ
ー
は
、
通
常
の
光
電
管
式
に
超
音
波
式
を

加
え
て
二
重
に
安
全
を
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
安
全
面
で
特
に
効
果
的
だ
っ
た
の
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

ク
リ
ア
ラ
ン
ス（
し
き
い
間
距
離
）
の
幅
の
改
善
だ
。
も
と
も
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
は
、
車
椅
子
な
ど
の
細
い
車

輪
が
は
ま
り
や
す
く
危
険
で
あ
る
。
同
病
院
で
は
、
昨
年
、

こ
の
隙
間
を
通
常
の
30
㎜
か
ら
10
㎜
ま
で
縮
め
る
こ
と
の

で
き
る
製
品
を
一
部
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
導
入
し
た
。

　

「
現
在
、
病
院
本
館
を
中
心
に
導
入
し
て
様
子
を
見
て
い

ま
す
が
、
付
け
て
い
る
も
の
と
な
い
も
の
で
は
患
者
さ
ん
の

安
全
度
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
ね
。
苦
情
も
ず
い
ぶ
ん
軽
減

し
ま
し
た
。
一
番
良
か
っ
た
の
は
、
患
者
さ
ん
が
持
っ
て
歩
く

点
滴
ス
タ
ン
ド
の
車
輪
が
引
っ
か
か
り
に
く
く
な
り
、
転
倒

事
故
も
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
来
年
度
に
向
け
て
、
別
館

で
も
設
置
す
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
」
（
柏
木
氏
）。

　

そ
の
他
意
匠
面
で
も
、
内
装
や
各
階
ご
と
の
扉
の
色
な
ど

を
工
夫
し
、
で
き
る
だ
け
明
る
く
気
分
転
換
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
。

学
校
と
病
院
の
混
在

　

医
科
大
学
と
し
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
状
況
は
ど
う

だ
ろ
う
。

　

「
教
育
棟
の
場
合
は
、
授
業
の
前
後
に
学
生
が
固
ま
っ
て

移
動
す
る
た
め
に
、
短
い
時
間
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
が

集
中
し
ま
す
。
ま
た
一
般
の
大
学
に
比
べ
て
、
医
学
部
で
は

実
習
内
容
に
よ
っ
て
建
物
の
中
を
移
動
す
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
。
し
か
も
病
院
別
館
の
8
階
に
も
階
段
教
室
が
あ
る
の

で
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
大
勢
の
学
生
と
患
者
さ
ん
が
一
緒

に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」（
坂
本
氏
）。

　

病
院
内
で
の
乗
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
8
階
ま
で
す

べ
て
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
は
実
質
的
に
は
3
台
の
み
。
台
数

が
限
ら
れ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
混
雑
す
る
時
間
が
で
き
て

し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
搬
送
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
時
間
を

区
切
っ
て
乗
用
に
も
利
用
し
た
り
、
学
生
や
職
員
に
は
極
力

階
段
を
使
う
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
防
災

　

こ
れ
だ
け
の
人
数
が
集
ま
る
た
め
に
、
防
災
訓
練
も
大
規

模
な
も
の
に
な
る
。
毎
年
、
秋
に
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
は
、

管
轄
の
宮
前
消
防
署
と
合
同
で
4
0
0
〜
5
0
0
人
の
参
加

者
を
集
め
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
も
、
一
事
業
所
と
し
て
は
県

内
有
数
の
規
模
だ
と
い
う
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
非
常
時
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
管
轄
の
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
溝
の
口
営
業
所
と
日
頃

か
ら
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
上
で
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

　

「
昨
年
7
月
23
日
に
震
度
5
の
地
震
が
あ
っ
た
時
は
、
道

が
混
ん
で
い
て
点
検
員
の
方
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
の
後
反
省
点
を
ご
相
談
で
き
た
の
で
、
今
後

関
東
圏
に
本
当
に
大
き
な
地
震
が
来
た
と
き
の
た
め
の
予
行

演
習
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
（
柏
木
氏
）。

人
と
環
境
に
優
し
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

現
在
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
で
は
、
今
年
、
創
立
35
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
規
模
な
改
築
計
画
が
進
行
中
で
あ

る
。
外
来
向
け
の
立
体
駐
車
場
や
、
各
種
校
舎
の
改
築
を
含

め
、
い
ま
あ
る
建
物
の
8
割
方
を
解
体
し
、
新
設
す
る
と
い

う
。
早
け
れ
ば
15
年
後
の
50
周
年
を
め
ど
に
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
”

環
境
に
優
し
い
建
物

“。
例
え
ば
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
ロ
ス
を

聖マリアンナ医科大学病院本館エレベーターホール。各階で壁面の色が異なる。
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抑
え
CO2

の
排
出
を
抑
え
る
計
画
だ
と
い
う
。
建
物
自
体
も
、

あ
ま
り
大
き
な
換
気
設
備
を
設
け
ず
、
自
然
換
気
を
利
用
し

た
り
、
ま
た
景
観
上
も
現
在
よ
り
さ
ら
に
緑
あ
ふ
れ
る
、
人

の
心
に
と
っ
て
も
優
し
い
設
計
に
な
る
予
定
だ
。

　

「
建
て
替
え
計
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
い
ま
は
古

い
も
の
を
い
か
に
ソ
フ
ト
面
で
工
夫
し
な
が
ら
運
用
し
て
い

く
か
と
い
う
時
期
で
す
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
へ
の
要
望
と
し
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
と
に
か
く
患
者
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
第
一
に
心
が
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
、
”

安
全
に
動
く

“
と
い
う
機
能
を
発
揮
し
て
も
ら
う
よ
う

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
」
（
坂
本
氏
）。

私
が主に手がけているのは小学校などの学校建築です

が、じつは病院と学校の建築はすごく近いものだと

思っています。現在、車いすを利用しているお子さんなど

障害を持つお子さんを一般の学校に受け入れる動きがあっ

て、建て替えなどの際に学校にエレベーターを設置する例

が増えています。ある意味で“弱者”を支えるための施設、

という傾向に、病院やグループホームと共通するものがあ

ると思います。

　空間の単位としても、小学校の教室は 6 床の病室とちょうど

似たような広さです。私たちは小学校を設計する際、将来

少子化で生徒数が減ったとき、部分的に高齢者施設として

転用できる可能性なども考えながら設計したりしています。

　私たちが設計を手がけた博多小学校では、「教師コーナー」

制といって、職員室の機能を分散させ、フロアごとに教師

の集まれる場所を作りました。病院でいえばこれはナース

ステーションの考え方で、必ず子供のそばに先生がいると

いう安全管理体制です。いまやこれが学校安全のトレンド

のようになっていますが、むしろなんでいままで学校にも

そういう仕組みがなかったのか不思議なくらいです。

　学校も病院も、一日の大半をすごす生活空間で、日常生

活に必要な機能が全部コンパクトに入った施設ですよね。

病院は入院すれば寝泊まりまでしますから。そこで病院に

はもっと、病室以外にも家のリビングのようにくつろげる

空間があっていいとも思います。学校の建築では、わざと

狭いくぼみを作ったりして、子供たちが遊べるような空間

を仕掛けるのですが、このように、ひとの行動をデザイン

するという次元では、現在の病院はいまひとつくつろげる

空間が作れていないと思いますね。

1991年東京大学大学院博士課程修了。現在は、シーラカンス K &H 株式会社代表
取締役、東洋大学工学部教授、文部科学省学校施設のバリアフリー化等に関する調査
研究協力者会議委員などを務める。著書に『 学校をつくろう ! ― 子どもの心が
はずむ空間』（ TOTO 出版）などがある。　

学
校
法
人
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学

キ
リ
ス
ト
教
的
人
類
愛
に
根
ざ
し
た
、
生
命

の
尊
厳
を
基
調
と
す
る
医
師
と
し
て
の
使
命

感
を
自
覚
し
、
人
類
社
会
に
奉
仕
す
る
人
間

の
育
成
な
ら
び
に
専
門
的
研
究
の
成
果
を
人

類
の
福
祉
に
活
か
し
て
い
く
医
科
大
学
病
院
。

■ 

住
所
‥
神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
菅
生
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■ 

設
立
‥
１
９
7
1
年

小学校に見る病院建築の意外なヒント
大規模な建て替えを控えた聖マリアンナ医科大学。人々がもっと
くつろげる空間を創るためには、どんな条件があるのだろう。
学校建築のエキスパートである工藤和美先生に、学校建築の視点
から医科大学建築のこれからを分析していただいた。

東洋大学工学部教授・建築家　工藤 和美 さん
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阿
部 

毅
氏

神
奈
川
支
社　

サ
ー
ビ
ス
部
部
長

藤
原 

浩
氏

神
奈
川
支
社　

溝
の
口
営
業
所
所
長
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東芝エレベータ
株式会社

聖マリアンナ医科大学、および一般

の病院や学校でのエレベーター利用

やメンテナンスの実際について、エ

レベーター会社の側ではどんな取り

組みをしているのか。聖マリアンナ

医科大学を管轄する、東芝エレベー

タ神奈川支社の阿部氏と、メンテナ

ンスを手がけている溝の口営業所の

藤原氏にお話を伺った。

Communication

ServiceAmenity

maintenance
Safety

Technology

メーカーの立場から…

Maker

Manager

病
院
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

ま
ず
、
病
院
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
一
般

に
つ
い
て
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
だ

ろ
う
。

　

「
一
般
に
病
院
の
場
合
に
は
、
安
全

性
に
加
え
て
、
作
業
を
担
当
す
る
人
間

の
清
潔
感
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

作
業
中
の
音
や
に
お
い
、
粉
塵
に
つ
い

て
は
と
に
か
く
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
ね
。
作
業
中
は
、
一
般
の
お
客
さ
ま

が
近
く
ま
で
来
ら
れ
ま
す
か
ら
、
安
全

柵
を
張
り
、
作
業
中
だ
と
い
う
こ
と

を
わ
か
り
や
す
く
し
ま
す
」（
神
奈
川

支
社
溝
の
口
営
業
所
所
長　

藤
原
浩
氏
）。

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
の
場
合
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
月
に
１
回
。
時
間
帯

も
、
特
に
患
者
の
い
な
い
時
間
帯
を
選

ん
で
、
外
来
の
始
ま
る
８
時
ま
で
の
早

朝
や
、
夕
方
、
面
会
時
間
が
終
わ
っ
た

後
に
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
営
業

時
間
外
の
特
別
対
応
と
な
る
。

　

一
方
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
で
あ
っ
て
も
、

急
患
が
出
た
場
合
に
は
、
大
型
の
点
検

作
業
で
な
い
限
り
、
す
ぐ
に
運
転
再
開

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　

「
も
う
一
つ
点
検
時
に
注
意
す
る
の

は
、
二
次
感
染
の
問
題
で
す
。
脱
脂
綿
や

注
射
針
な
ど
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ア
ラ

ン
ス
か
ら
昇
降
路
や
ピ
ッ
ト
に
落
ち
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
直
接

手
で
触
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
、
病

院
の
職
員
の
方
に
処
分
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
神
奈
川
支
社
サ

ー
ビ
ス
部
部
長　

阿
部
毅
氏
）。

段
差
の
調
整

　

病
院
の
場
合
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関

し
て
は
、
着
床
精
度
に
関
す
る
要
望
が

特
に
多
い
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
の
幅
の
改
善

や
、
着
床
時
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
床
の

レ
ベ
ル
調
整
を
行
う
。

　

「
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の
伸
び
し
ろ
が

縮
む
と
段
差
と
し
て
現
れ
ま
す
の
で
、

か
な
り
注
意
深
く
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」（
藤
原
氏
）。

　

「
患
者
さ
ん
の
転
倒
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
病
院
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
材
や

各
種
精
密
機
器
な
ど
、
重
く
て
、
し
か

も
非
常
に
高
価
な
機
器
を
運
ぶ
こ
と
も

多
い
の
で
、
特
に
注
意
し
て
い
ま
す
」

（
阿
部
氏
）。

　

他
に
意
匠
や
機
能
の
細
か
い
仕
様
に

つ
い
て
は
、
抗
菌
仕
様
の
ボ
タ
ン
や
手

す
り
、
開
延
長
ボ
タ
ン
の
装
着
な
ど
が

あ
る
。

緊
急
災
害
時
の
対
応

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
の
よ
う
な

救
急
病
院
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
が
、
患
者
の
生
死

を
分
け
る
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

こ
の
点
は
、
例
え
ば
停
電
時
に
も
自
家

発
電
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
動
か
す
手
だ

て
を
確
保
す
る
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
、
例
え
ば

地
震
発
生
時
に
は
、
休
日
で
あ
っ
て
も

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
点
検
員
が
す
ぐ
に
出
動

で
き
る
体
制
を
組
ん
で
い
る
。
た
だ
し

そ
の
際
、
や
は
り
救
急
病
院
な
ど
の
公

共
性
の
高
い
場
所
を
優
先
的
に
巡
回
す

る
シ
ス
テ
ム
が
採
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

「
や
は
り
手
術
中
の
患
者
さ
ん
や
、
緊

急
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
救
急

病
院
に
は
真
っ
先
に
行
か
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
点
は
、
一
般
の
お
客
さ
ま

に
も
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

（
阿
部
氏
）。

利
用
の
集
中
す
る
時
間
帯
で
の

対
処

　

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
を
、
大
学

と
し
て
考
え
た
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

授
業
の
合
間
の
空
き
時
間
な
ど
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
稼
働
し
な
い
時
間
帯
が

決
ま
っ
て
い
る
学
校
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
自
体
は
組
み
や
す
い

と
い
う
。
一
方
、
授
業
の
前
後
な
ど
に

一
時
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
利
用
が
集

中
す
る
こ
と
が
難
し
い
課
題
に
な
っ
て

い
る
。

　

「
で
き
る
だ
け
待
ち
時
間
を
減
ら
す

た
め
に
、
利
用
頻
度
の
高
い
区
間
に
運

転
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
、
制
御
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
切
り
替
え
た
り
し
ま
す
。
建

物
全
体
の
交
通
量
を
見
て
、
平
均
に
な

る
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
組
む
の
で

す
ね
。
そ
の
点
、
現
在
の
機
種
の
中
に

は
、
マ
イ
コ
ン
を
使
っ
て
、
集
中
す
る

時
間
帯
と
利
用
区
間
を
学
習
さ
せ
て
、

最
適
な
配
置
を
予
測
で
き
る
よ
う
に
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
」（
阿
部
氏
）。




